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１．はじめに  

 著者らは，小規模な構造物にも適用できる丸太を用いた液状化対策を開発 1)し，適用事例も増えている 2)。

その原理は地盤に丸太を打設し，地盤の密度を増大させることであり，木材を利用することで，CO2を半永久

的に固定し，地球温暖化抑制にも効果があることがわかっている 1)，3)．一方で，戸建住宅などの既設小規模構

造物の液状化対策については，効果を定量的に検証した工法が適切な価格で提供されていないのが現状である．

著者らは，図-1 のように既設構造物の周囲に丸太を打設して液状化の被害を低減する工法を検討し，振動台実

験で沈下抑制効果を確認している 4)．効果を一般化していくには様々な条件での検討が必要であり，数値解析

による基本的な検討を実施した． 

２．数値解析による検討  

 検討するモデルは，液状化の可能性がある地盤上に立つ 80m2の広さを有する 2 階建て戸建て住宅とする．

建物，基礎の重量はそれぞれ 4.97kN/m2 とし，基礎は分布荷重として考え，建物は高さ 5.5m に集中荷重を持

つ一質点系でモデル化した．地盤は，液状化層が 10m まであり，その下に S 波速度 310m/s の 5m の非液状化

層が存在するモデルとした．地盤の物性値を表-1 に示す．液状化層は相対密度 50％，液状化対策を施した部

分は密度増加により相対密度が 75%となるものとした．液状化強度は，図-3 に示すように，沼田らの研究 5)

から得た，相対密度と相関のある液状化強度とし，それに合うように液状化パラメータを設定した．同じ考え

方のパラメータを用いて，建物下をすべて改良する場合の大型振動台実験の結果 6)をおおよそ再現できること

を確認している．丸太は末口 14cm の丸太とした．丸太は深さ 8m まで打設し，下に 2m の液状化層が残るよ

うにしている．3 次元非線形有効応力解析 7)を実施し，その効果を検討した．入力地震動は，1995 年兵庫県南

部地震で神戸海洋気象台で観測された波形を用いた．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．3 次元解析  

 3 次元解析では，無対策，丸太打設液状化対策で効果の幅を 1m とした場合，液状化対策の効果の幅を 2m

とした場合，丸太が列状に配置されセメント固化による囲い込み工法のように壁のような構造になっていると

仮定した場合について検討した．液状化対策は建物基礎から 1m 離れて施工されているとした．幅 2m のケー

スは建物に接するように改良されている．それぞれのモデルを図-4 に示す．丸太の配置間隔は 1m でやや広い

設定である．図-5 に基礎中央の沈下の時刻歴，図-6 に基礎中央の残留沈下量を示す．最大加速度の非常に大

きな場合で検討したので，いずれのケースも液状化に至った．沈下はそれぞれのケースで違いがみられる．無

図-1 既設戸建て住宅の周囲に丸太を打設する液状化対策 図-2 液状化強度 

表-1 地盤の物性値 

キーワード 丸太，液状化対策，既設戸建て住宅
連絡先 〒270-0222 千葉県野田市木間ケ瀬 5472 飛島建設技術研究所 masayuki_tsutsui@tobishima.co.jp 
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対策では 24cm 沈下するが，周囲に丸太を打設することにより，沈下は 18cm と 3/4 に減少する．丸太を密に

して壁のようにし剛性をあげればその効果も寄与しさらに 14/24 に減少する．密度増大の幅を増加させると

11/24 まで減少する．ただし，これには，地盤改良部と基礎が結合したような効果も含まれると考えられる．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４．まとめ  

1)建物の周りのみに丸太を打設する場合，沈下の抑制効果をある程度期待することができる． 

2)周囲に丸太を打設することで期待される効果は，その部分の地盤の密度の増大，丸太そのものの剛性が考え

られる． 

3)丸太頭部と基礎を相互に拘束することで，一体としての挙動が発揮され，効果が向上する可能性がある． 
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a) (3-1) 無対策                                     b) (3-2)改良 

 

c) (3-3) 改良(連続的な壁として)                 d) (3-4) 改良(幅広)  

図-4 解析モデル 
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図-5 基礎中央の沈下量の時刻歴 図-6 基礎中央の沈下量
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